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有しアブラムシに対するシルバー

　　ポリフィルムの忌避効果

　　第1報　有しアブラムシの色彩反応

　　　　　　　　　　　　　　合田

　　　　　　1　緒　　言

有しアブラムシは一般に波長の長い色範囲，

特に黄色に対して顕著な着陸反応を起こし，銀

色，白色等の反射光に対しては忌避反応のある

ことが知られている．こうした有しアブラムシ

の色彩反応を利用して，ウィルス防除対策に反

射マルチが考案され，いくつかの作物ですでに

効果が認められている．

　しかし，アブラムシの種類によっては色彩反

応に違いのあることも同様に知られており，た
　　　　　　1）
とえばEastop　はイネ科及びスゲ属に寄生す

るアブラムシは黄色への感受性が低いと述べ，

　　　　2）Heaticote　も　Rhopalosiphum，Anoecia

　Sitobion及びPemphigus　などは黄色に感受性

でないと述べている．また，同一種でも季節に

より色彩反応にも違いがみられ，Capitopho-

rus　spp.は秋よりも夏に黄色への感受性が強
　　　　　　　　3）い．さらに，中沢邦夫　は春季における有しア

ブラムシの色彩感覚は羽化後ある日数を経過し

た低空飛しょう個体において最も強くなると述

べた．つまり，種類，季節，羽化後日数等によ

って色彩反応に違いがみられ，色彩反応を利用

したウィルス対策にも，種類，季節による効果

の程度を明らかにする必要がある．

　著者は黄色，銀色，透明水盤及びジョンソン

トラップを用いて有しアブラムシの種ごとの色

彩反応について調査したのでその概要を報告す

る．

　　　　　　Ⅱ　実験方法

　飛来する有しアブラムシを調査するために，

透明のプラスチック水盤（内径30cm，深さ14cmの

健二
ものに高さ10cmの所に穴をあけ排水孔とした）

の底に黄色プラスチック板またはシルバーポリ

フィルムを置き，それぞれ黄色水盤，銀色水盤

とした．これらと透明水盤の3種を各3個ずっ

計9個を裸地（コンクリート）上に直接設置し

た．水盤には水を張り，塩化ベンザルコニウム

を数滴添加した。水盤は互いに3mの距離を保

って乱塊法により配置したが，5日おきのサン

プル回収のたびに配置を変え，6月は1日～30

日まで6回反覆，秋は9月10日～10月15日まで

7回反覆した．回収したサンプルは70％アルコ

ールに保存し，ランバース法によってプレパラ

ートにした後，種類を同定した．

　また，併せてジョンソントラップ（12インチ，

風力最大）による有しアブラムシ飛来量調査も

行い，水盤の飛来量と比較した．ジョンソント

ラップは毎日サンプルを回収し，75％アルコー

ルと75％乳酸の2対1混合液に保存し，5日ご

とにまとめてプレパラートにした．

　　　　　　Ⅲ　実験結果

　第1表が6月に行った実験の結果であるが，

有しアブラムシは黄色水盤に集中して飛来した．

銀色水盤への飛来量は黄色水盤の1／67，透明水

盤への飛来量は黄色水盤の1／48といずれも少な

く，銀色水盤と透明水盤との差はみられなかっ

た。これは，透明水盤の底が結露し，光を反射

して銀色水盤と同等の効果が現れたものと思わ

れる．

　種別の飛来状況をみてみると，アブラムシ上

属，特にワタアブラムシ（Aphis　gossypii）

が多く，黄色水盤には全体の56．9％，ジョンソ
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第1表

　　　　　　　　　　　　栃木県農業試験場研究報告第26号

Nombers　of　alate　aphids　trapped　by　yellow，silver，transpearent

Water－pan　trap　and　Jhonson　trap．　（June，　1979）

Aphidinae
　Aphidini
　　　Aphidina
　　　　Aphis　gossypii

　　　　Aphis　cracc　ivora

　　　　Aphis　fukii

　　　　Aphis　glychles

　　　　Aphis　citricola

　　　　Aphis　rumisis

　　　　AphiS　SPP．

　　　　Toxoptera　aurantii

　　Yellow

　Nos．％
2854（56．9）

183（3．6）

145（2．9）

　52（1．0）

　47（0．9）

　46（0．9）

406（8．1）

　　1（0．0）

silver

Nos．％

23（30．6）

11（14．7）

1（1．3）

0（0〉

0（0）

0（0）

5（6．7）

0（0）

Transpearent

　Nos．％
　31（29．8）

　16（15．4）

　　0（0　）

　　7（6．7）

　　0（0　）

　　0（0　）

　　1（1．0〉

　　0（0）

　JhQnson

Nos．％

247（39．0）

27（4．7）

　2（0．3）

　4（0．6）

10（1．6）

　0（0）
41（6．5〉

　2（Of3〉

Rhopalosiphina

　Hyaropterus　pruni

　Rhopalosiphum　padi
　R．　　　　　　m，aidis

　R．rufiabdominalis

　R．nymphaeae
　Schizaphis　grami　num

　Longiungius　sacchari

　Rhopalosiphina　spP．

3724（74．3）

135（2．7）

20（0．4）

　6（0．1）

　4（0．1）

　3（0．1）

　4（0．1）

　3（0．1）

　1（0．0）

40（53．3）

4（5．3）

5（6．7）

1（1．3）

1（1．3）

0（0）

0（0〉

0（0）

1（1．3）

55（52．9）

0（0　）

2（1．9）

0（0　）

1（1．0）

0（0　）

3（2．9）

0（0）

2（1．9）

333（52．6）

10（1．6〉

22（3．5〉

0（0〉
26（4．1）

0（0）
4（0．6）

2（0．3）

1（0．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　176（3．5）

Macrosiphini
　　　　Ca留膿呈量emisiae363（7・2）

　　　　C．　javanicus　　　　　　　　　　262（5．2）

　　　　Myzus　persicae　　　　　138（2．8）

　　　　T「瑠識鯉aphis　6・（1・2）

　　　　Brachycaudus　herichrysi55（1．1）

　　　　Acyrthosiphon　kondoi　　20（0．4）

　　　　A　solani　　　　　　　　　　　　　16（0．3）

　　　　A　pisum　　　　　　　　　　　11（0．2）

　　　　HyPerOmyzS　laCtUCae　　11（0．2）

　　　　Semiaphis　heracrei　　　11（0．2）

　　　　Cavariella　aegopodii　　　　10（0．2）

12（16．0）

0（0）

3（4．0）

0（0）

0（0）

0（0〉

6（8．0）

0（0）

2（2．7）

0（0）

0（0）

1（1．3）

8（7．7）

2（1．9〉

9（8．7）

1（1．0）

1（1．0）

2（1．9）

1（1．0）

2（1．9）

1（1．0）

0（0）

0（O）

0（0　）

66（10．4）

37（5．8）

4（0．6）

20（3．2）

7（1．1）

14（2．2）

7（1．1）

1（0．2）

7（1．1）

0（0）

0（0）

0（0）
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有しアブラムシに対するシルバーポリフィルムの忌避効果1

Brevicor血e　brassicae　　6（0．1）

Capitophorus　elaegii　　　　6（　0．1）

Hyperomyzus　carduell血us5（0．1）
Macr・siph・niella　　5（0．1）
　glandicau（la
Macrosiphum　euphorbiae　5（0．1）

Matsumuraja　rubifoliae　　5（0．1）

Tuberocephalus　sasakii　4（0．1〉
others　　　　　　　　　　　　　　　　　61（1．2）

3（4．0）

0（0）
1（1．3）

0（0

0（0

0（0

0（0

3（4．0〉

10（9．6）

0（0

0（0

0（0

0（0

0（0

0（0

5（4．8）

8（1．3）

2（0．3）

3（0．4）

0（0）

0（0）

6（0）
45（7．1）

19（3．0〉

Lachnidae

Callipもerinae

Greenideinae

Thelaxinae

EriOSOmatinae

Hormaphidinae

1054（21．0〉

　0（0）
　11（0．2）

　0（0）
　14（0．3）

　27（0．5）

　0（0）

19（25．3）

0（0）

0（0）

0（0）
1（1．3）

2（2．7）

0（0）

34（32．7〉

0（0）
2（1．9）

0（0）

0（0〉
3（2．9）

0（0）

180（28．4）

　2（0．3）

　9（1．4）

　1（0．2〉

　7（1．1）

13（2．1）

　5（0．8）

broken

52（1．1〉

7（0。1）

3（4．0〉

1（L3）

5（4．8）

2（1．9）

37（5．8）

17（2．7）

　Total　　　　　　　　　　　　　　　5013

ントラップには39％，銀色，透明水盤にはそれ

ぞれ30％前後の飛来がみられた．ジョンソント

ラップが色彩反応に左右されない有しアブラム

シの空中密度を示すとするなら，ワタアブラム

シは黄色水盤により多くの個体が飛来し，銀色

や透明にはより少ない個体が飛来したことにな

る．つまり，ワタアブラムシは黄色に誘引され，

銀色には忌避反応を示したことになる．このよ

うな見方からいえば，次に多かったマメアブラ

ムシ（Aphis　craccivora）は飛来数は黄色水盤

に多かったが比率では銀色，透明水盤が高く，

黄色に対する誘引，銀色に対する忌避反応はそ

れほど強くないといえる．また，ダイズアブラ

ムシ（Aphis　glycinis）も透明水盤に飛来が

みられた．しかし，アブラムシ上属全体として

みれば黄色に誘引される傾向は強く，ジョンソ

ントラップの52．6％に対して黄色水盤には74．3

％の飛来がみられた．

　クビレァブラムシ上属のものはモモコフキア

　　75　　　　　　　　　　104　　　　　　　　　　633

ブラムシ（Hyaroptems　pruni）を除いては

黄色への誘引が弱く，銀色に対する忌避反応も

弱い．

　ヒゲナガアブラムシ族はヨモギクギケアブラ

ムシ（Capitophorus　formesartemisiae），

タデクギケアブラムシ（C．javanicus），モモ

アカアブラムシ（Myzus　persicae）の飛来

が多かった．いずれも黄色水盤への飛来が多い

が，タデクギケァブラムシは銀色，透明水盤に

も飛来がみられた．コンドウヒゲナガアブラム

シ（Acyrthosiphonkondoi），エンドウヒゲ

ナガァブラムシ（A．pisum）は黄色や銀色に

対する反応が低いようである．また，ダィコン

ァブラムシ（Brevicorine　brassicae）は黄

色への誘引が弱く，銀色に対する反応も認めら

れず，黄色水盤より透明水盤への飛来量が多か

った．ササキコブアブラムシ（Tuberocepha－

lus　sasakii）はジョンソントラップに飛来量

が多かったが，他の水盤には少なかった．
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栃木県農業試験場研究報告第26号

第2表 Nombers　of　alate　aphids　trapped　by　yellow，silver，transparent，
water－pan　traps　and　Jhonson　trap．　（Sep．10－Oct．15，1979）

Aphi（1inae

　Aphidini
　　　Aphidina
　　　　Aphis　gossyPii

　　　　Aphis　glycines

　　　　AphiS　craccivora

　　　　AphiS　citoricola

　　　　Aphis　cerastri

　　　　Aphis　fukii

　　　　AphiS　SPP．

　Yellow

Nos．％

465（50．6）

32（3．6）

21（2．3）

19（2．1）

19（2．1）

　3（0．3）

　5（0．6）

Si短er

Nos．％

0（0　）

0（0）
0（0）
5（29．4）

0（0）
0（0　）

0（0　〉

Transpearent

　Nos．％
　　2（13．3）

　　0（0　）

　　1（6．7）

0（0）
0（0　）

0（0　）

0（0）

Jhonson

Nos．％

11（8．0）

0（0　）

1（0．7）

1（0．7）

1（0．7）

0（0．）

1（0．7）

Rhopalosiphina

　　　　Rhopalosiphum　maidis

　　　　Schizaphis　graminum

　　　　Longiungius　sacchari

　　　　Rhopalosiphum　pa（h

　　　　R．ru、fiabdominalis

　　　　Rhopalosiphum　spp．

　　　　Schizaphis　spP．

563（62．9）

19（2．1）

12（1．3）

7（0．8）

1（0．1）

0（0）

0（0）
3（0．3）

5（29．4）

0（0）
2（11．8〉

1（5．9）

0（0）
0（0）

0（0）
1（5．9）

3（20．0）

0（0）
4（26．7）

0（0）
0（0〉
0（0）
0（0）
2（13．3）

15（11．0）

1（0．7）

41（30．1）

0（0）
3（2．2〉

3（2．2〉

2（1．5）

0（0　）

Macrosiphini

　　　Lipaphis　erysumii

　　　Myzus　persicae
　　　Macrosiphum　akebiae
　　　Acyrthosiphon　solani
　　　Macrosiphoniella
　　　　　　　　　　glan（licauda

　　　Cavariella　arariae
　　　Pletrichophorus
　　　　　　　　　　glandirosus

　　　Semiaphis　heracrei

　　　Capitophorus　javanicus

42（4．7）

160（17．9）

34（3．8）

24（2．7）

　8（0．9）

　8（0．9）

　4（0．5〉

　4（0．5）

　4（0．5）

　3（0．3）

Acyrthosiphon　magnoriae3（0．3〉
Hyperomyzus　lactucae　　3（0．3）
others　　　　　　　　　　　　　　　　15（　1．7）

4（23．6）

1（5．9）

2（11．8）

0（0）
0（0）

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）
0（O〉
0（0〉
0（0）
3（17．6）

6（40．0）

1（6．7〉

1（6．7）

1（6．7）

0（0）
1（6．7）

0（0）

0（0）

0（0）
0（0）
0（0）
0（0）
1（6．7）

50（36．8）

4（2。9〉

24（17．6）

9（6．6）

0（0）

0（0）

0（0）
1（0．7〉

0（0）
1（0．7）

0（O〉
0（0〉
10（7．4〉

Callipter血ae
Eriosomatinae
Theraxi（lae

270（30．2）

　0（0　）

　8（0．9）

　1（0．1）

6（35．3〉

0（0）
2（11．8〉

0（0）

5（33．3）

0（0〉
1（6．7）

0（0）

28（20．6）

5（3．7）

36（26．5〉

2（1．5）

broken

9（1．0）

10（1．1）

2（11．8）

0（0）

1（6．7）

0（0）

43（31．6）

0（0）

Total 895 17 15 136
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有しアブラムシに対するシルバーポリフィルムの忌避効果1

　その他のアブラムシ亜科に含まれるものは概

して黄色への誘引は弱く，銀色への反応も弱い

ようである．

　第2表は9月10日～10月15日の秋に行った実

験の結果であるが，降雨日が続き有しアブラム

シの飛来数は全体に少なかったが，銀色水盤へ

の飛来は黄色水盤の1／53，透明水盤への飛来は

黄色水盤の1／67と少なく，春同様大きな差がみ

られた．種別にみるとワタアブラムシがやはり

多く，ジョンソントラップの8％に対して黄色

水盤の50．6％と強い黄色への誘引がみられた．

ダイズアブラムシとアメアブラムシは春ではそ

れほど強くなかった反応が，秋では黄色に誘引

される傾向がみられた．

　クビレアブラムシ上属は春とは種類相が異な

り，モモコフキアブラムシ，ムギクビレアブラ

ムシ　（Rhopalasiphum　padi），オカボノァカ

アブラムシ（R．rufiabdominalis）に変って

ムギミドリアブラムシ（Schizaphisgrami－

num〉やトウモロコシクビレアブラムシ（R

maidis）が多くなった．トウモロコシクビレア

ブラムシは黄色水盤に飛来がみられたが，ムギ

ミドリアブラムシはジョンソントラップに30．1

％の飛来があったのに対して黄色水盤には1．3

％と少なく，クビレアブラムシ上属全体として

も黄色や銀色に対する反応は弱く，この傾向は

春よりも大きくなった．

　ヒゲナガアブラムシ属ではニセダイコンアブ

ラムシ（Lipaphis　erysumii）が多く，黄色

への誘引，銀色への反応ともに強かった．モモ

アカアブラムシは春ほど反応は強くなく，春に

多かったクギケァブラムシ属もほとんど黄色水

盤に入らなかった．

　その他のアブラムシ亜科に含まれるものでは

ワタムシ亜科（Tetraneura　spP．，ErioSO－

ma　SPP．）ガジョンソントラップに多かった．

黄色や銀色に対する反応は弱いようである．

　　　　　　】V考　　察

　互いに3mの間隔を置いた各種水盤の中で，

多くの有しアブラムシは黄色水盤に飛来し，銀

色や透明の水盤は少なかった．このことは有し

アブラムシは着陸に際して，色彩による着陸地

点の選択を行っていることを示し，また，種類

によっては，その反応の強さに違いのあること

がわかった．

　実験中に飛来した有しアブラムシの中で，ほ

ぼ半数を占めるワタアブラムシは強い黄色への

誘引と銀色への忌避反応があり，これが全体の

傾向を左右した．その他のアブラムシ属も比較

的反応が強く，黄色水盤に飛来した有しアブラ

ムシのうちアブラムシ属が3／4を占めた．

　ヒゲナガアブラムシ族も黄色や銀色への反応

の強いグループといえる．中でもクギケアブラ

ムシ属，モモアカアブラムシ等は数も多く，黄

色水盤に多く飛来した．しかし，ダイコンアブ

ラムシは今回の実験では黄色に対する誘引，銀
　　　　　　　　　　　　　　　　　3）色に対する忌避反応ともに弱かった．中沢邦男
　　　　の
中沢啓一　らの報告ではダイコンアブラムシは

かなり強い黄色への誘引がみられているので，

今後，さらに検討を要する．また，コンドウヒ

ゲナガアブラムシ，エンドウヒゲナガアブラム

シは飛来数は少ないが，反応の弱い種類であっ

た．春のマメアブラムシも反応が弱かったが，

いずれも寄主植物がマメ科植物である点，興味

深い．

　クビレァブラムシ上属はモモコフキアブラム

シを除いて黄色や銀色に反応の弱いグループで，

　　　1）Eα8ε0ρ　らの指摘したとおり，Rん0ρα」OS‘一

p妬糀，Scん‘zαpん‘sなど，イネ科植物に寄生す

る種類は反応が弱かった．

　秋の実験では春に引き続きワタアブラムシが

黄色水盤に多く飛来し，強い黄色への反応を示

した．また，ヒゲナガアブラムシ族のニセダイ

コンアブラムシも比較的多く，黄色や銀色への

反応も強かった．この2種が秋の有しアブラム
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シ全体としての黄色への誘引，銀色への忌避反

応の傾向を左右していると思われる．しかし，

種類構成など，いくつかの点で春との違いを見

せた。春はアブラムシ上属，ヒゲナガァブラム

シ族など反応の強いものが多かったが，秋にな

ると反応の弱いクビレアブラムシ上属，ワタム

シ亜科等が増加した．中でもムギミドリアブラ

ムシが秋に多く，反応が弱かった．

E7∫080ηa8ρρ．やTe齢aπe解a8ρp．などのワ

タムシ亜科のものは特にジョンソントラップに

多かったが，これらは飛しょう力からみて，色

彩反応より風力の影響が強く出るものと思われ

る．

　上記の結果からみて，有しアブラムシの忌避

対策に反射マルチ資材の使用はかなり有効と思

われ，特に春のワタアブラムシ，モモアカアブ

ラムシ，クギケ7ブラムシ等の多い地域，秋の

ワタアブラムシ，ニセダイコンアブラムシの多

い地域での利用効果は高くなると思わる．一方，

色彩反応の弱いクビレアブラムシ属の多い地域，

たとえば，ムギクビレアブラムシがいっせいに

飛び立っ5月下旬の麦作地帯，イネ科雑草の多

い地域など，反射マルチ資材の使用にあたって

は注意が必要である．

　　　　　　w摘　　要
有しアブラムシの種ごとの色彩反応を明らか

にするため，黄色，銀色，透明水盤及びジョン

ソントラップを用いて飛来数を調査した．

　1．　春，秋2回の実験ともに黄色水盤に多

く飛来し，銀色，透明水盤には少なかった．

　2．　ワタアブラムシを中心としたアブラム

シ上属は数が多く，黄色への誘引，銀色への忌

避反応ともに強かった．

　3．　ヒゲナガァブラムシ族はクギケアブラ

ムシ属，モモアカアブラムシが黄色，銀色への

反応が強く，ダイコンアブラムシは弱かった．

　4．　秋はニセダイコンアブラムシが多く，

色彩反応も強かった．

　5．　クビレァブラムシ上属はモモコフキア

ブラムシを除いて，強い色彩反応を示さなかっ

た．

　有しアブラムシの同定にあたり，ヒゲナガア

ブラムシ族の一部を農技研の宮崎昌久博士，ワ

タアブラムシの一部を宇都宮大学の稲泉三丸助

教授にお願いした．ここに感謝の意を表します．

　　　　　　引用文献
1．Eastop（1955）Nature　Lond．176：

　936
2．Heaticote（1957）』Ann．apPl．Biol．

　45：133－139

3．中沢邦男（1972）秦野たばこ試報告　72

　　：1－134

4．中沢啓一（1972）広島農試報告　32：45

　～49
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ニホンナシ￥’豊水”の成熟特性と収穫適期判定

　　　　　　　　　　　　　　※松浦永一郎・坂本秀之

1　緒言

　収穫適期判定について，リンゴでは開花後の

日数を基準に，即売用，短期貯蔵用及び長期貯

蔵用とそれぞれの販売法に応じた指標が作られ
　　3，4）
ている　．それに対してニホンナシではこれま

で，従来からのかんに頼った収穫法がとられて

きた．しかし新品種の豊水が増植されるに従っ

て，このような収穫方法では早どりによる甘味

不足，遅どりによる日持ちの低下など，不評を

かうことが多くなり，収穫適期について再検討

の必要に迫られてきた．

　こういったことから豊水の本来の味をそこな

わないために，熟期判定基準の客観化が要求さ

れ，また，他の果樹類での必要性とも相まって，

農林水産省果樹試験場において，収穫適期判定
　　　　　　　　　　　　　　　6）
のためのカラーチャートが作成された．

　筆者らは豊水の成熟特性を明らかにし，収穫

適期判定の基準を作成するために，果樹試験場

作成のカラーチャートを利用して，1976年から

1979年までの4か年にわたって検討したので，

その結果を報告する．

　　　　　　　1　試験方法

　1．　果実の採取時期及び方法

　豊水2樹を供試して1976年，1978年及び1979

年は満開後130日から7日ごとに158日まで5

回採取した．1977年は151日までの4回採取と

した．果実の採取は主枝又は亜主枝単位に，1

樹当たり任意に25個をとり，2樹で50個とした．

　2．　調査項目及び方法

　果実の調査は果色，果重，比重，糖度，果肉

硬度，果じゅうのpH，食味，みつ症状及びす

※現栃木県園芸特産課

入り症状について行った．

　果色はカラーチャートを用い，ていあ部の平

均的着色部位で地色及び表面色の色調を判定し

た．比重は水浸法により，糖度はアッベ屈折計

を用い，果肉硬度はユニバーサル硬度計を使用

し，果じゅうのpHはガラス電極法によった、

　糖度及び果肉硬度の測定には果実の赤道部を

横断し，その下半分を用い，糖度はその中間的

着色部位から切片を作って測定にあて，果肉硬

度は切断面を計測した．果じゅうのpHの測定

には三日月型の果肉片を1果1片ずつ作り，同

一地色のものをまとめてジュースにし，二重に

したガーゼでろ過した後測定した．

　食味調査は男女5～6人で行い，その程度を

指数で表わした．指数は一3（極めて悪い〉～

0（普通）一＋3（極めて良い）までの7段階

評価とした．

　みっ症状及びす入り症状は果実を赤道部，こ

うあ部及びていあ部の3か所で横断し，症状の

強い方の切断面にっいて次のような基準で症状

の判定を行った．

　みつ症状の判定基準

　0：　健全．果心部から放射状に出ているう

っすらとした症状は正常とみなす．

　1：　肩部，赤道部及ぴていあ部のいずれか

の果皮直下にうっすらとみつ症状が認められる

か，又は1C㎡未満の境界明りょうなみつ症状

が認められる．出荷可能．

　2：　肩部，赤道部及びていあ部のいずれか

に1C㎡以上の透明で境界明りょうなみつ症状

が認められる．又はみつ症状の小はん点が切断

面のかなりの面積を占める．直売可能．
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　3：　2の症状が更に拡大して，肩部及びて

いあ部で切断面の1／4以上，赤道部では1／8

以上の境界明りょうなみつ症状が認められる．

商品性なし．

　す入り症状の判定基準

　0：
　1：
荷可能．

　2：

　3：

健全．

1～2か所す入り症状が点在する．出

やや拡大する．直売可能．

症状が一面に見られる．商品性なし．
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　　　　　　　皿　試験結果

　1。　果色，果重及ぴ品質の経時的変化

　1976年から1979年にわたって時期別果色（地

色），果重及び品質の変化を調査したが各年次

ともほぼ同じであったので，1976年の結果を第

1図に示した。地色，果重及ぴ糖度は時期を追

って増加するのが認められ，満開後130日の地

色が2。8，果重は255g，糖度は12．3％であっ

たのに対し，144日ではそれぞれ4．3，333g，

13％となり，それ以後もそれぞれ増加した．一

方，比重及ぴ硬度は時期を追って低下し，130

日の比重がLO26，硬度が1．24kgであったのに

対し，158日ではそれぞれ1．009，0．92kgであ
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った．pHの変化は明らかでなかった．

　地色と果重及び品質との関係を第2図に示し

た。果重は地色4までは増加をっづけるなかで，

特に地色4に達すると急激に増大し，地色3の

325gに対し3849であった．しかしそれ以上

地色が増しても果重の増加は認められなかった．

糖度は地色が進むにつれて増加し，地色2では

11。3％，地色4で13．2％，地色6で14％であっ

た。pHも糖度と同様に地色が進むにつれて，

増加するのが認められた．

　比重は地色が進むにつれて低下し，地色2で

は1．025，地色4で1．021，地色6で1．012で

あった．硬度は比重と同様に地色が進むにつれ

て低下した．

　2．　果色と食味との関係

　地色と食味との関係は第3図のとおりで，地

色3以下では満開後130日，137日及び144日

のいずれの時期も食味指数0（普通）以下で食

味が悪かった．この評価については甘味が少な

い，酸味が強く感じられる，あるいは味が淡白

であるということであった．

　地色4では144日になると食味が良くなった

が，　130臼及ぴ137日では食味指数が＋1（良

い）までに達せず，かならずしも十分な食味と

、 一112一』
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第3図　果色（地色）と食味との関係（1977～1978）

は言えなかった．これは地色4になっても収穫

時期が早い果実では甘味不足であり，味が淡白

であるという評価のためであった．

　地色4．5では130日でも食味指数が＋1を越

えて食味が良く，更に地色5になるといずれの

時期も食味指数が＋1以上で食味良好であった．

　従って食味良好な果実を収穫するには満開後

130～137日では地色4．5～5，144日になれば

地色4～5が適熟ということになる．

　食味の評価を最も支配していると考えられる

糖度にっいて，地色との相関をみたのが第4図

である．3か年とも地色と有意な相関が認めら

れた。

　3．　同一果色での時期別果重及び品質

　地色4及び5の時期別果重及ぴ品質を第1表

に示した．果重は地色4及ぴ5とも時期を追っ

て増すなかで，満開後130日の地色4では295
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　　　　　　地　色　（x）
第4図地色と糖度の相関（遡舗鰻）

　　　　　　　　　　　　　gとなかり小さく，　137日でも地色4及び5で

　　　　　　　　　　　　　小さい傾向であった．　144日に駕るといずれも

　　　　　　　　　　　　　かなり大きくなった．・比重はいずれの地色でも

　　　　　　　　　　　　　時期を追って低下した．糖度は130日及び137

　　　　　　　　　　　　　日の地色4では13％にやや及ばなかったが，地

　　　　　　　　　　　　　色5では13．2％と高い値を示した．硬度はいず

　　　　　　　　　　　　　れの地色も時期を追って低下した．pHは地色

　　　　　　　　　　　　　4では151日まで増加の傾向を示したが，地色

　　　　　　　　　　　　　5では時期的な変化はあまりなかった．

　　　　　　　　　　　　　　4．　果色と日持ち

　　　　　　　　　　　　　収穫時の地色4及び5の果実を室温で5日間

第1表　地色4及び5の時期別果重及び品質（1976～1979年の平均）

満開後 地 色 4 地 色 5

日数果重9比重糖度％硬度kgpH　果重9比重糖度％硬度kgpH
130日

137日

144日

151日

158日

295

330

356

400

448

1．030

1．024

1．020

1．017

1．011

12．8

12．9

13．1

13．4

12．3

1．18

1．14

0．98

0．95

0．88

4．40

4．42

4．49

4．56

4．49

322

365

383

400

1．026

1．022

1．017

1．012

13．2

13．9

14．2

13．0

1．08

0．93

0．94

0．93

4．50

4．49

4．51

4．51
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第2表　収穫5日後の品質及び食味（室温・1976）

収穫時　　　糖度硬度
　　比重の地色　　　　％　ポンド

　　みつ症状果　す入り症状程度別割合　％　食　味
pH
　　割合％　 0　1　2　指数

1．019　　　12，5　　　　6．4　　　4．56　　　　　0

1．020　　　　13，5　　　　6．2　　　4．54　　　　　　0

96．7　　3．3

83．3　　　　16．7

十〇．4

十〇．4

　　　　注1．満開後144日の果実を供試

　　　　　2．室温は20～25℃

　　　　　3．硬度はマグネステーラー使用

保存した後の品質及ぴ食味を第2表に示した．

比重，硬度，pH及びみっ症状割合には地色に

よる差は認められなかった．す入り症状は地色

5での発生が多く，程度1のものが地色4では

3．3％に対し，地色5では16．7％であった．し

かしこの発生については程度が軽いものであり，

特に支障はなかった．食味指数はいずれの地色

も＋0．4であり全く差は認められなかった．

　5．　みつ症状及びす入り症状の発生

　みっ症状及びす入り症状の発生は1977年及ぴ

1978年とも満開後144日までは地色5でも認め

られなかった．満開後151日における地色別み

つ及ぴす入り症状発生率は第3表のとおりで，

みつ症状は1977年に地色4では発生がなかった

が，地色5以上で程度1の発生があり，地色が

進んでいるほど発生率が高かった．1978年はい

ずれの地色でも発生がなかった．

　満開後151日におけるす入り症状は1977年及

び1978年とも地色4では発生がなかったが，地

色5以上で発生した．発生程度は地色5ではい

ずれの年次も程度1の発生であったが，地色6

では1977年には程度2のものが発生した．す入

り症状についてもみつ症状と同様に地色が進ん

だものほどその発生率が高かった．

従って満開後151日を過ぎたら地色4で収穫

すれば，みつ症状及ぴす入り症状の発生を回避

することができる．

　6．　成熟期

豊水の成熟期を知るため時期別の適熟果色

（地色）の出現率及び成熟期を示したのが第4

表である．満開後130日にっいて適熟地色5の

出現をみると，1978年に2％みられたほかはい

ずれの年次もなかった．137日になると調査で

きなかった1979年を除いては適熟地色5が2～

12％出現した．　144日の適熟地色4～5の出現

をみると，1979年は8％と極めて少ない割合で

あったが，そのほかの年次では70～90％と多か

った．151日ではいずれの年次も多くなり68～

80％であった．　158日の適熟地色4の出現は2

～16％であった．

第3表　満開後151日における地色別みつ及びす入り症状発生率（％）

年次及び地色 みつ症状程度 す入り症状程度
0 1 2 3 0 1 2 3

1977年

100　　　0
84．0　　　　16．0

75．0　　　　25．0
0
0
0

100　　　0　　　0
88．4　　　　12．O　　　　　　O

25．0　　　　50．0　　　　25．0

1978年

100

100

100 0
0
0

100　　　0

87．1　　 12。9

81．8　　18。2
0
0
0
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第4表　適熟果色の出現率及び成熟期＊　　　その始期は適熟地色5が4か年中3か年につい

熟
色
適
地
後
数

開満
日

年次別出現率％
1976年　1977年　1978年　1979年

130日

137日

144日

151日

158日

　5

　5

4～5

4～5
　4

　
n
乙
0
6
4

0
1
7
7
1

　
　
0
0

0
2
9
8

2
0
0
8
2

　
1
9
ワ
5

〇
一
8
6
8
1
6

　　＊成熟期 148日　150日　144日　154日

注＊地色5以上が50％を越えた日

年次間の成熟期の差にっいて地色5以上が50

％を越えた日からみると，1978年が144日で最

も早く，1979年が154日で最も遅く，他の年次

はその中間であった．

　このようなことから豊水の成熟期について，

て出現がみられた満開後137日頃であり，終期

は適熟地色4の出現が多少みられる158日頃で

あった．また，その盛期は1976年から1978年の

3か年とも70％以上の適熟地色4～5がみられ

た144日～151日であった．なお，1979年は

144日の適熟果色割合が少なかったが，151日

ではいっせいに成熟に達しているので，その範

囲にあると考えられる．

　7．　地色と表面色との関係

　地色と表面色との関係についての結果を第5

表に示した。これらの関係についてはかなりの

ふれがあることが認められた．また，地色を基

準に表面色の分布をみると，同一地色でも時期

が遅くなると表面色が低下してくるのがうかが

われた．

第5表　地色と表面色との関係（分布果数・1979）

満開後　　　　　　　　　表
　　　地色
日数　　 2　2．5　3　3．5

面 色

4　4・5　5　5・5　6　⑨・5
計

　　　3
　　　3．5
144日　　4

　　　4．5

　　　5

3 2
10　　8　　　1

3　　　4

10　　9　　　1

2
2
7
0

1
3
　
2

計 5 3 6 9　　25　　21　　2 71

　　　3
　　　3．5
152日　　4

　　　4．5

　　　5

1

37　　9　　12　　8
19　　　 11　　　　27　　　 18

4　　　7　　50　　48

　　　　　7

　　　　　78
3　　　　　　80

21　　3　　135

計 41861278974243300
　　　3
　　　3．5
159日　　4

　　　4。5

　　　5

10　　7

16　　31

1　　　13

　　　1

38　　3　　　4　　　1

47　　24　　16　　5
23　　　　31　　　121　　　　24　　　　11

6
20

93

106

211

計 6 3　　　　27　　　　52　　　108　　　　58　　　141　　　　30　　　　11 436

総計 63367317594255125373807
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　一方，果実を実際に収穫する場合は表面色で

みなければならないことから，適熟地色に対す

る表面色は次のようであった．即ち満開後144

日では適熟地色が4～5であることから，これ

らの分布をみると，表面色が5～5．5であれば

46個中の44個は地色4～5で収穫できることに

なる．　152日では適熟地色4～5であるが，み

つ及びす入り症状の発生を考えると地色4に近

い方が良いことから，61個中の56個が地色4～

4．5で収穫される表面色4のときである．159

日では適熟地色は4であることから，表面色は

3．5ということになる．

　　　　　　　lv　考　察

　豊水を供試した果実成熟度の経時的変化をみ

ると，地色，果重及ぴ糖度は時期を追って増加

し，比重及ぴ硬度は逆に低下するのが明らかに

なった．リンゴのふじでもアントシアン濃度，

果重及び糖度の増加，硬度の低下が認められて
　　3）

おり，このような果色，果重及び糖度の増加，

硬度の低下といった経時的な変化は落葉果樹類

果実の一般的な成熟特性といえる．

　一方，地色を基準にして成熟度をみると，地

色が進むにつれて糖度及びpHが増加し，比重

及び硬度は低下する．果重はこれらとは異なり

地色4までは急激に増すものの，それ以後は地

色が進んでも増加しないことから，地色4を過

ぎると果実肥大が停止して完熟に向うものと考

えられる．

　果実の適熟期を判定するには食味評価によっ

て決定するのが最優先であり，これが決定され

ることによって，それに伴う果重，比重，糖度，

硬度及びpH等の値が指標化されるものである．

この観点から地色と食味の関係をみた結果，満

開後130日及ぴ137日では地色4．5～5の果実

が食味良好であり，　144日になれば地色4～5

が良いことが明らかになった．また，ニホンナ

シの食味を大きく支配する糖度については3か

年とも地色との間に有意な相関が得られており，

このこととも合せて考えると，地色によって一

定した食味評価が成し得る．即ち，食味良好な

果色として地色4（満開後137日以前は5）及

ぴ地色5であることが明らかとなった．

　なお，出荷を目標にして収穫適期をは握する

場合は収穫時の食味ばかりでなく，日持ち性も

考えなければならない。地色4－5の食味が良

いとした場合に地色5の方が成熟度が進んでい

ることから，日持ち性が懸念されるところであ

る．この点については出荷上最小限必要とする

5日間の日持ち性をみた結果から地色4との差

はなく，満開後144日頃までは地色5でも支障

がないことが明らかになった．

　ニホンナシのみっ症状（watorcore）にっい
　　　　2）
ては梶浦ら　の報告によってクローズァップさ

れた．その成分変化はリンゴのみっ症状と類似

し，watorcore部分にsolbitolの蓄積が

みられるのが特徴で，リンゴと同様甘味は増す

が，日持ち性及び食味が劣るのがリンゴと異な
　　　　5）
る点である　とされている．

　一方，す入り症状は果肉内に0。2～0．5mmの

気ほうを生じ，’徐徐に多くなる現象で比重とは

負の相関があり，みっ症状同様に日持ちを悪く
　　1）
する．これらの発生については年次間差や地域

的な差があることがこれまでの調査から推察さ

れるが，今後更にデータを積み上げたうえでそ

の原因を解明する予定である．

　本県ではみつ及ぴす入り症状の発生は比較的

少ないが，満開後150日頃になると地色5では

程度は軽いが発生がみられること，特にす入り

症状は収穫後も拡大する恐れがあることは念頭

におかなければならない．従ってこれらの発生

を回避するためには満開後150日を過ぎれば，

地色4で収穫する必要がある．

　成熟期を明らかにしておくことは収穫適期の

判定だけでなく，品種構成を考えるうえからも

非常に重要なことである．豊水の場合は成熟始
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めは満開後137日頃であり，終期は158日頃で

収穫期間はほぼ20日間であった．豊水が栽培し

はじめた頃は長十郎と同じくらいの収穫期問で

あろうといわれていたが，本試験からはその期

間は長十郎より短いことが判明した．

　本試験の中では地色を基準にして果実の成熟

特性を明らかにしてきたが，実際に収穫し出荷

する際には表皮をはいで地色を調査することは

できないので，表面色で判定しなければならな

い．地色を基準に表面色の分布をみるとかなり

ふれがあるが，収穫に必要な中心になる表面色

はある程度しぼることができるので，表面色用

のカラーチャートを使用して適期を判定するこ

とは可能である．しかしながら表面色は栽培環

境によって異なる場合もあるので，使用する地

域において収穫適期の地色と表面色の関係を一

度はは握しておくことが大切である．

　以上のことから本試験の主題である収穫適期

判定についてまとめてみると，　（1）　満開後

137日以前では地色4は食味が悪く，果実が小

さい場合もあること，地色4．5以上では食味が

良く，果実も大きくなってきているし，この時

期の地色5ではみつ症状及びす入り症状の発生

は認められない．（2）　144日以後は地色4

でも食味が良く，果実も大きく，みつ及ぴす入

り症状の発生もない．（3）　　151日以後にな

　　　第6表　豊水の収穫適期判定基準

地　色　　表面色

4．5～5　　5～5．5

4－5　　　4

　4　　　3．5

ると地色5ではみつ及びす入り症状の発生が認

められている．（4）　このようなことから豊

水の適熟果色は基本的には地色4－5である．

しかし時期的に果重，食味，品質を考慮すると

満開後144日以前では地色4．5～5であり，

144日～151日では地色4～5で，151日以後

は地色4である．これに伴う成熟期，表面色，

果重，比重，糖度，硬度及びpHの標準的な基

準は第6表のように要約される．

果色満開後144日以前
（穫醐色）”144～151日

　　　　　”　151日以後

期
期
重
重
度
度

　
盛
熟
　
　
　
　
　
H

　
熟
　
　
　
　
P

成
成
果
比
糖
硬

満開後137～158日

144～151日

356～4009

1。017～1．022

13．1～14．2％

0．93～0．98k9亀

4。49－4争56

　　　　　　　V　摘　要

　1．　カラーチャートを利用してニホンナシ

豊水の成熟特性を明らかにし，収穫適期判定の

基準を作成するため，栃木県農業試験場のほ場

で1976年から1979年にわたって試験を実施した．

　2．　地色，果重及ぴ糖度は時期を追って増

加し，比重及ぴ硬度は逆に低下した。pHの変

化は明らかでなかった．

　3．　地色を基準にして果重及ぴ品質の変化

をみると，地色が進むにつれて糖度及ぴpHは

増加し，比重及ぴ硬度は低下した．果重は地色

4までは急激に増大したが，それ以後の増加は

なかった．

　4．　地色と食味の関係では，地色3以下で

はいずれの時期も食味が悪かった．地色4では

食味が良くなるものの満開後130日及び137日

では十分ではなかった．地色4．5及び5ではい

ずれの時期も食味良好であった．

　5．　みっ症状及びす入り症状は満開後144

日までは地色5でも発生がなく，151日になる

と地色4では発生しなかったが，地色5で発生

した．

　6．　豊水の成熟期は満開後137日から158

日の約20日間であり・，成熟盛期は満開後144日

一151日であった．

　7．　地色と表面色の関係については同一地

色でも時期が遅れるにつれて表面色が低下した．

　8．　豊水の適熟果色は地色4－5であるが，
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時期的にいえば満開後144日以前は地色4．5～

5（表面色5～5．5），144日～151日では地色4

～5（表面色4），151日以後は地色4（表面色

3．5）であった．

　本研究は農林水産省総合助成費の助成を受け，

千葉県農業試験場（主査）及び埼玉県園芸試験

場との共同研究を行ったもので，本報告はその

うちの当場の結果についてまとめたものである．

　本研究の実施に当って多大のご指導をいただ

いた農林水産省果樹試験場の山崎利彦栽培第2

研究室長に厚く謝意を表します．
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有しアブラムシに対するシルバー

　　ポリフィルムの忌避効果

　　第1報　有しアブラムシの色彩反応

　　　　　　　　　　　　　　合田

　　　　　　1　緒　　言

有しアブラムシは一般に波長の長い色範囲，

特に黄色に対して顕著な着陸反応を起こし，銀

色，白色等の反射光に対しては忌避反応のある

ことが知られている．こうした有しアブラムシ

の色彩反応を利用して，ウィルス防除対策に反

射マルチが考案され，いくつかの作物ですでに

効果が認められている．

　しかし，アブラムシの種類によっては色彩反

応に違いのあることも同様に知られており，た

　　　　　　1）

とえばEa8置op　はイネ科及びスゲ属に寄生す

るアブラムシは黄色への感受性が低いと述べ，

　　　　の

Hεa君∫CO置eもRん・paJo8‘P加吼，君πoec∫a，

翫置oδεoπ及びP餓ρ配8麗　などは黄色に感受性

でないと述べている．また，同一種でも季節に

より色彩反応にも違いがみられ，Cap‘εOPんo一

物88ρρ．は秋よりも夏に黄色への感受性が強

　　　　　　　　3）

い．さらに，中沢邦夫　は春季における有しア

ブラムシの色彩感覚は羽化後ある日数を経過し

た低空飛しょう個体において最も強くなると述

べた．つまり，種類，季節，羽化後日数等によ

って色彩反応に違いがみられ，色彩反応を利用

したウィルス対策にも，種類，季節による効果

の程度を明らかにする必要がある．

　著者は黄色，銀色，透明水盤及びジョンソン

トラップを用いて有しアブラムシの種ごとの色

彩反応について調査したのでその概要を報告す

る．

　　　　　　E　実験方法

　飛来する有しアブラムシを調査するために，

透明のプラスチック水盤（内径30cm，深さ14cmの

健二

ものに高さ10cmの所に穴をあけ排水孔とした）

の底に黄色プラスチック板またはシルバーポリ

フィルムを置き，それぞれ黄色水盤，銀色水盤

とした．これらと透明水盤の3種を各3個ずっ

計9個を裸地（コンクリート）上に直接設置し

た．水盤には水を張り，塩化ベンザルコニウム

を数滴添加した。水盤は互いに3mの距離を保

って乱塊法により配置したが，5日おきのサン

プル回収のたびに配置を変え，6月は1日〜30

日まで6回反覆，秋は9月10日〜10月15日まで

7回反覆した．回収したサンプルは70％アルコ

ールに保存し，ランバース法によってプレパラ

ートにした後，種類を同定した．

　また，併せてジョンソントラップ（12インチ，

風力最大）による有しアブラムシ飛来量調査も

行い，水盤の飛来量と比較した．ジョンソント

ラップは毎日サンプルを回収し，75％アルコー

ルと75％乳酸の2対1混合液に保存し，5日ご

とにまとめてプレパラートにした．

　　　　　　皿　実験結果

　第1表が6月に行った実験の結果であるが，

有しアブラムシは黄色水盤に集中して飛来した．

銀色水盤への飛来量は黄色水盤の1／67，透明水

盤への飛来量は黄色水盤の1／48といずれも少な

く，銀色水盤と透明水盤との差はみられなかっ

た。これは，透明水盤の底が結露し，光を反射

して銀色水盤と同等の効果が現れたものと思わ

れる．

　種別の飛来状況をみてみると，アブラムシ上

属，特にワタアブラムシ（Aphis　gossypii）

が多く，黄色水盤には全体の56．9％，ジョンソ
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